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令和２年宇治田原町決算特別委員会 

令和２年９月２５日 

午 前 １ ０ 時 開 議 

議 事 日 程（第３号） 

 日程第１  現地審査 

 

１．出 席 委 員 

      委員長     ９番  谷 口 重 和  委員 

      副委員長   １０番  浅 田 晃 弘  委員 

              １番  山 内 実貴子  委員 

              ２番  山 本   精  委員 

              ３番  今 西 久美子  委員 

              ４番  垣 内 秋 弘  委員 

              ６番  原 田 周 一  委員 

              ７番  馬 場   哉  委員 

              ８番  松 本 健 治  委員 

             １１番  藤 本 英 樹  委員 

             １２番  谷 口   整  委員 

 

１．欠 席 委 員     なし 

 

１．宇治田原町議会委員会条例第１８条の規定により会議事件の説明のため出席を求める

ものは次のとおりである。 

町 長 西 谷 信 夫 君 

副 町 長 山 下 康 之 君 

教 育 長 奥 村 博 已 君 

都 市 整 備 政 策 監 星 野 欽 也 君 

総 務 担 当 理 事 奥 谷  明 君 

建 設 事業担当理事 光 嶋  隆 君 

総 務 課 長 青 山 公 紀 君 

企 画 財 政 課 長 村 山 和 弘 君 
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建 設 環 境 課 長 谷 出  智 君 

産 業 観 光 課 長 木 原 浩 一 君 

会計管理者兼会計課長 長谷川  みどり  君 

 

１．職務のため出席した事務局職員は次のとおりである。 

事 務 局 長 矢 野 里 志 君 

庶 務 係 長 太 田 智 子 君 

────────────────────────────────────────── 
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開  会   午前１０時００分 

○委員長（谷口重和） 皆さん、おはようございます。 

  ただいまの出席委員は11名であります。定足数に達しておりますので、昨日に引き続

き、決算特別委員会を再開いたします。 

  日程第１、現地審査に入りたいと思います。 

  要望は多岐にわたっておりましたが、調整いたしました結果、初めに、末山・くつわ

池自然公園事業、続いて、新市街地連絡道路整備事業（贄田立川線）、最後に新庁舎建

設事業の順で行っていきたいと思います。これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（谷口重和） なければ、直ちに出発いたしますので、よろしくお願いいたしま

す。正面にバスが待っておりますのでお願いいたします。 

（現地審査） 

○委員長（谷口重和） 現地審査、ご苦労様でございました。お疲れさまでした。 

  それでは青山課長のほうからご説明お願いしたいと思います。 

○総務課長（青山公紀）それでは新庁舎建設事業ということで、令和元年度の決算につい

てご説明をさせていただきたいと思います。すでに新庁舎建設調査検討特別委員会にて

報告させていただいたところでございますけど、ほぼ同じような内容になりますけど簡

単にご説明させていただきます。 

それではまず事業内容といたしましては基本計画に基づきまして災害発生時の拠点施

設としての機能を併せ持つということで、新庁舎の建設を行いました。多くの皆様のお

かげをもちまして令和２年６月に完了したところでございます。事業概要につきまして

は場所は大字立川小字坂口１８番地１というところでございます。本庁舎棟３階建て鉄

骨造り、建築面積が２０００.２５平米、延床面積が４０００．５８平米でございます。

あわせて保健センター・地域子育て支援センター棟ということで、木造でございます。

建築面積につきましては６１６．８８平米、延床面積は５８９．８６平米となっており

ます。 

事業費につきましては、新庁舎建設工事監理業務、それから保健センター子育て支援

センター棟の積算支援及びそれぞれの建設工事、それから本日は見ていただいていおり

ませんけども公用車車庫棟、倉庫棟等の建設工事ということで工事費、それとあと町内

産材の利用推進の業務の委託などあわせて決算額現年分が９億７３０９万９７２０円、

そして繰越分が６億７５６３万円でございます。あわせまして１６億４８７２万
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９７２０円となったところでございます。 

事業費の財源内訳といたしましては、現年の歳入のほうでは国庫支出金、庁舎建設基

金繰入金、地方債、一般財源でございます。歳出につきましては委託料、工事請負費、

原材料費、事務費でございます。繰越の歳入は庁舎建設基金繰入金、それと繰越金、地

方債と一般財源でございます。歳出のほうは委託料、工事請負費でございます。あとパ

ンフレットを付けさせていただいておるのでご確認いただければと思います。簡単では

ございますが以上でございます。 

○委員長（谷口重和） 説明が終わりましたので、一括して現地審査について、直ちに質

疑に入ります。質疑のあるかた挙手願います。 

  ありませんか。 

  では、ないようで、現地審査についてこれで終わります。 

  ここでお諮りをいたします。本日の委員会はこの程度にとどめたいと思いますが、こ

れにご異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（谷口重和） 異議なしと認めます。 

  本日の決算特別委員会はこれにて延会することに決しました。 

  なお、次回は来週、２８日月曜日午前１０時から委員会を開きますので、ご参集のほ

ど、よろしくお願いいたします。 

  本日は大変ご苦労様でございました。 

延  会   午前１１時１４分 
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